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Chapter3で導入された6つの主要なレベルを使用

 スケールの中央のレベル = A2(Waystage), B1(Threshold), B2(Vantage)は

細線(thin line)でわけられた下位区分を持つことも



細線下のディスクリプタは基準レベル(criterion level) 

細線上のディスクリプタはそれより上の熟達度を表す

‣一つ上のレベルの基準を満たしているわけではない

この区別は経験的測定(empirical calibration)に基づく

criterion level

higher 
proficiency

< B1



A2,B1,B2の下位区分がない場合、

ディスクリプタは基準レベルを表す

下位区分がない場合、

2つのレベルの中間にあたる基準はない



一貫性を確保するため、全スケールについて

C2(Mastery)を一番上に、A1(Breakthrough)を一番下に表す



各レベルは、それより下のレベルを包括する

e.g. B1レベルの人は、

A2レベルに書かれたことは全て、かつ、より上手くできる

e.g.  A2レベルの条件はB1レベルには当てはまらない

‣A2 listening comprehension

‘provided speech is clearly and slowly articulated’  →B1にはない



ディスクリプタの全ての要素や側面が

次のレベルで繰り返されるわけではない

→どのレベルでもそれぞれ重要なこと、新しいことを記述

→下のレベルの要素を少しずつ変えて繰り返し、

難易度が上がったことを示すわけではない



必ずしも全てのスケールで全てのレベルについて、

書かれているわけではない

あるレベルに特定分野がない時

→異なる理由、複数の理由

→結論が難しい

↓oral  production のスケール例



あるレベルに特定分野がない理由とは…

・当該レベルに存在する分野

研究プロジェクト段階ではいくつかのディスクリプタが含まれていたが、

質的な検討の際に脱落

・当該レベルにおそらく存在する分野

ディスクリプタは書けたかもしれないが、実際には書かれていない

・当該レベルに存在するかもしれない分野

不可能ではないが、ディスクリプタをはっきり書くことが非常に難しい

・当該レベルに存在しないか、重要でない分野



ディスクリプタを活用する時、

「提供されているディスクリプタ間のギャップにどう対処するか」

考える必要がある

→当該コンテクストの中でディスクリプタをより精密に

→利用者自身の使っている材料と合わせる



→残るべきギャップもある

‣一連のレベルの頂点/底辺に向かって

関係しているわけではない分野

→スケール真ん中のギャップ

‣有意義な線引きが

容易にできない

↓aural receptionのスケール例


